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「人」のつながりが、よりよい教育を育む 

                               園長 本多 郁代 

「ほんとうにアメリカとつながっているんだね！」 

アメリカに帰省している友達、そしてそのご家族と Zoom で交流した直後に子どもが発した

言葉です。日本から遠く離れた国、海を越えたその向こうにある国にいる友達と、こうやって言

葉のやり取りができるということが、現実のことなのかどうか信じられないといった様子です。

子どもの素直な感想だと思います。お家の中や外の様子を実際に映像で見せてもらいながら、こ

ちらの質問にも丁寧に答えていただき、あっという間の３０分間が過ぎていきました。 

Zoomを終えての子どもたちの感想は、以下の通りです。 

ばら組とさくら組の子どもたちは、「昼夜の仕組み」や「時差」

についても地球儀を使って学びました。今回の貴重な体験は、ボラ

ンティアで英語を教えてくださっているジェフ先生とそのご家族、

そしてアメリカ在住のおじいさん、おばあさんのご協力がなければ

実現しませんでした。このように、教育は教

師の力だけではできません。保護者・地域の方々など、多くの人とのつな

がりや支え合いがあってこそ、よりよい教育を育むことができます。今後

も結幼稚園は、人のつながりを大切にした教育を進めてまいります。今回

ご協力をいただいた皆様、ありがとうございました。 

 

〈アメリカからの報告〉 

・外の気温はマイナス３度で、すでに雪が降っていること。 

・竜巻などの災害に備えて、地下室（シェルター）があること。 

・お米は、日本のお米より細長いこと。 

・アメリカは夜の８時で、もう少しで子どもたちは寝る時間になること。 

・ハロウィンで、食べきれないくらいのお菓子やおもちゃをもらったこと。 

ひよこ組 

・（お友達に）会えてうれ

しかった。 

・もっと（お友達と）お話

がしたかった。 

 

ばら組 

・雪が降ってるのはすごい。 

・サーティーワン（アイス屋さん）

がアメリカにもあってすごい。

店の名前は違うけど。 

 

さくら組 

・ハロウィンかぼちゃを切る専用の

道具があるのがすごい。 

・日本のお米は太いけど、アメリカの

お米は細長かった。 

・早くお友達に会いたい。 


